
第６回サイバーセキュリティセミナーのご案内 
GDPR-EUデジタル単一市場化のインパクトと経営戦略 

 拝啓 皆様におかれましては、ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。 
 また、平素は格別のお引き立てを賜り、心より厚く御礼申し上げます。 
 

 2018年5月25日に、EU一般データ保護規則（General Data Protection Regulation：GDPR）の罰則
規定が強化されます。EU加盟諸国に対して直接効力が発生する法規則として2016年4月に策定され、移行・周
知期間を経て本格運用となります。 
 EU内に子会社・支店・営業所を有していたり、EUに商品やサービスを提供している企業・団体はすべて対象となり、
日本の企業であっても例外ではありません。GDPRにおいて最も大きいインパクトは “違反時の制裁金” で、最大日
本円で24億円もしくはグローバル売上の4パーセントが課されることになります。会社経営を一気に揺るがしかねない
危機が目の前に迫っていることを理解し、対応策をとることが経営陣・IT部門の急務です。 
 

 当セミナーは皆様のGDPRの正しい理解と対策構築の一助となることを目的とし下記にて開催させていただきます。 
 ご多用中とは存じますが、ご参加頂きますようよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

トーテックアメニティ株式会社 

TOTEC SECURITY SEMINAR 2018 

記 

日 時  2018年2月5日（月）14:30~17:00（予定） (14:00受付開始) 

場 所 
富士通デジタル・トランスフォーメーション・センター  
〒105-6125 東京都港区浜松町2-4-1 世界貿易センタービル30階  

主 催 トーテックアメニティ株式会社（共催：株式会社富士通マーケティング、富士通株式会社）               

定 員 100名(受講料無料) 

内 容 

共通テーマ：GDPR-EUデジタル単一市場化のインパクトと経営戦略 

１) 【基調講演】―大きく転換する情報コンプライアンス態勢― 

 かつてない厳格な個人情報保護規制であるGDPRを、EUはデジタル単一市場化戦略の主要な柱と位置づけている。 
 GDPRは単なる個人情報保護規制ではない。情報コンプライアンスに関するグローバルな大転換をもたらすものである。 
 日本企業の多くは対策が後手に回っており、情報コンプライアンス態勢の再構築は急務である。個別・場当たりに対応するべきで
はなく、経営戦略上高い優先順位を与えて全社的に取り組まなければならない。具体的には当面の対策、中長期をにらんだ戦略
的対応の二段構えで臨む必要がある。そこには経営レベルでの事象への理解・体制・高度な判断が不可欠となる。 
 本講演ではGDPRの政治・経済的意義と企業戦略への影響、企業が取り組むべき課題を示し、コンプライアンス態勢と経営戦略
を再構築する視点を提示する。 
講師： 浅沼 宏和（株式会社ＴＭＡコンサルティング代表取締役 浅沼総合会計事務所長） 

２) GRC(Governance,Risk,Compliance)とGDPRから捉えるネットワークフォレンジックスの意義 

 GDPRへの対応を考えるにあたって重要なことは、それを単なる個人情報保護に関連する問題として片づけずに、経営戦略の一
部としてGRCの観点からとらえ直すことである。 
 本セッションではGovernance、Risk Management、Complianceの視点から個人情報保護を捉え直し、それを実現する一
つの手段としてネットワークフォレンジックスを提案する。  

講師： 藤原 礼征（トーテックアメニティ株式会社  トーテックサイバーセキュリティ研究所長）  

３) GDPRとセキュリティ技術動向 

 EU関連個人情報を取り扱う組織にとってGDPR対応は重要な課題だが、必ずしも十分に理解されているとは言い難い。そこで今
回は、GDPRについて簡単に説明したのち、各国で見られる様々な対応を紹介する。さらに、セキュリティ対策、特にデータ保護に資
するセキュリティ技術的対策について、その最新動向を紹介する。 

講師： 仲間 力 (内閣官房 内閣サイバーセキュリティセンター(NISC) 上席サイバーセキュリティ分析官) 

４) 重要データ流出防止ソリューション「Systemwalker Desktop Keeper」 
 重要データの外部へ流出を防止するために、普段から従業員の行動を把握し、必要に応じて操作を禁止することが重要である。 
 本セッションでは、これを実現する一つの手段として、パソコンの操作記録および禁止を行う、Systemwalker Desktop 
Keeperを提案する。 

講師： 五味 剛 (富士通株式会社 ミドルウェア事業本部 サービスマネジメント・ミドルウェア事業部)                                                                                                      



※お電話、e-mailでも受け付けております。以下内容を事務局までお知らせください。  
貴社名／部署名／お役職／お名前／郵便番号／ご住所／お電話番号／e-mail 
 

サイバーセキュリティセミナー事務局(トーテックアメニティ株式会社内) 
〒141-0032 

東京都品川区大崎1-11-1ゲートシティ大崎ウエストタワー21階 

ＴＥＬ：０３－５４３６－２１００ 

（受付時間：月～金１０：００～１７：００ ※祝祭日除く） 

Ｅ-mail  :  esales@totec.co.jp 

内閣官房 内閣サイバーセキュリティセンター（NISC） 上席サイバーセキュリティ分析官 

仲間 力氏 

講師プロフィール 

TOTEC 
SECURITY 

SEMINAR2018 

トーテックサイバーセキュリティ研究所 所長 

藤原 礼征 
1997年に大阪大学基礎工学部を卒業後、同大学院基礎工学研究科に進むと同時に会社設立。 
ソフトウェアアーキテクトとして、ソフトウェアの設計・開発の技術力に内外からの厚い信頼があり、様々な会
社や研究機関において、特にサイバーセキュリティに関する研究開発や製品開発に携わる。 
2012年から、トーテックアメニティが運営する「トーテックサイバーセキュリティ研究所」の初代所長に就任。
著書に『サイバー攻撃からあなたの会社を守る方法』（中経出版）がある。 

お申込み方法 
下記Ｗｅｂサイト、QRコードよりお申込みください。 
※満席の場合、弊社と同業社に所属されている方
はお断りする場合があります。予めご了承下さい。 

https://www.totec.jp/seminarR/2018/0205.html 

株式会社ＴＭＡコンサルティング 代表取締役／浅沼総合会計事務所 所長 

浅沼 宏和氏   
      税理士・公認内部監査人（CIA）。 
中央大学大学院法学研究科修了、名古屋学院大学大学院博士後期課程満期退学。                         
経営コンサルティング・企業研修・セミナー等のほか、学会発表・論文執筆など多数。 
著書に『ドラッカーが教えてくれた経営戦略作成シート』（中経出版）、『世界一やさしいドラッカーの教科
書』、『世界一やさしいマイケル・ポーター「競争戦略」の教科書』（以上、ぱる出版）等がある。 

個人情報の取り扱いについて 
1.個人情報の利用  
 トーテックアメニティは、あなたの個人情報を製品・サービスに関する情報をお知らせするために利用させていただきます。 
 本人の同意なく他の目的で利用致しません。 
2.個人情報の提供 
 以下に該当する場合を除き、本人の同意を得ることなしに個人情報を第三者に提供することは致しません。  
  1. 本人の事前の同意・承諾を得た場合 
  2.当社との間で機密保持に関する契約を締結する会社等に業務を委託する場合、及び、その他の正当な理由がある
場合 
  3.その他法令等により開示・提供が必要な場合 
3.個人情報の安全管理 
 外部への個人情報の漏洩等がなされないよう、適切な安全対策を講じ、保管・管理を行います。 
4.共同利用について 
 トーテックアメニティは、お客様の個人情報を共同で利用致します。  
 1. 共同利用する会社  
   セミナー共催企業：株式会社富士通マーケティング 
 2. 共同利用の目的  
   利用目的は「1.個人情報の利用」 にある目的と同様です。 
 3. 共同利用する個人情報の項目  
   氏名、会社名、部署名、役職、勤務先住所、TEL、E-Mail 
 4. 個人情報の管理について責任を有する者  
   トーテックアメニティ株式会社 テクニカルサービス事業部 
5.照会・訂正・削除等ご自身の個人情報について 
 照会・訂正・削除等を希望される場合、下記宛にご連絡ください。 
 〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-1 ゲートシティ大崎ウエストタワー21F 
 トーテックアメニティ株式会社 テクニカルサービス事業部 セミナー事務局 
 ＴＥＬ：03-5436-2100 ＭＡＩＬ：esales@totec.co.jp 

セ ミ ナ ー 会 場 

〒105-6125 
東京都港区浜松町２－４－１世界貿易センタービル（受付30階） 

•JR山手線・京浜東北線／東京モノレール「浜松町駅」より２階コンコースで直結  
•都営地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅」より地下１階で直結（B３出口）  

富士通デジタル・トランスフォーメーション・センター 

富士通株式会社 ミドルウェア事業本部 サービスマネジメント・ミドルウェア事業部 

五味 剛氏 

2006年入社より一貫して、運用管理ミドルウェア製品「Systemwalker」を担当し、クライアントから
の情報漏えい対策を支援する製品「Systemwalker Desktop Keeper」の開発業務に従事。 
その後、開発経験を活かし製品拡販部門に転進。セミナー講師や製品を活用した操作ログ分析等のサ
ービスなども手掛ける。 

1999年3月に防衛大学校卒業し、陸上自衛隊において通信システム系の指揮官・幕僚、教官などを歴
任。指揮通信ネットワークの構築・管理、システム開発、サイバー戦に関する研究及び教育訓練に従事。
2014年3等陸佐で退官後、Ernst & Youngのセキュリティコンサルタントを経て、2015年5月より内
閣官房サイバーセキュリティセンター上席サイバーセキュリティ分析官として活躍。 


